	ワークショップ５（C会場）

Outputを見通した指導計画とOutputの実際
渡辺　恭平（中富良野町立旭中小学校）


☆　I want to go to Italy.(英語ノート2 Lesson6 行ってみたい国を紹介しよう)
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●準備　　　  picture card(言語材料分。できれば国と見学場所・食べ物・スポーツをセットにして)
            模擬パスポートおよびチェックリスト表
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●人数　　　  １学級程度（２学級でも可能）

●言語材料  国名→Japan, Korea, China, America, Italy, France, Australia, Egyptなど
単語→見学場所  grand canyon, pyramid, Great Wall, Acropolis(ruins)など
      食べ物    sawsage, kimchi, hamburgers, pizza, spaghettiなど
      スポーツ  volleyball, soccer, baseball, rugbyなど
表現→□Where do you want to go?  □I want to go to ～.

□Why?  □I want to go(eat, see) ～. □I like ～.

      □He(She) wants to go(eat, see) ～. □What country is this? □It’s ～.


【本時(4/4)の進め方】
	HRT and ALT
	Students
	留意事項

	１　イミグレーションを体験しよう！

（行きたい国を理由とともに言ったり、相手の行きたい国と理由とを理解したりする。）

	（１）イミグレーションでのやりとりについて、モデルを示す。（ eq \o\ac(○,旅)＝旅行者、 eq \o\ac(○,検)＝検査官）

	 eq \o\ac(○,検)　Come here, please.( eq \o\ac(○,旅)来る) Hello.

 eq \o\ac(○,旅)　Hello.(パスポートを差し出す)

 eq \o\ac(○,検)　（パスポートを見ながら、３つほど質問を考える。）

 eq \o\ac(○,検)　What’s your name?

 eq \o\ac(○,旅)　My name is Kyohei Watanabe.
 eq \o\ac(○,検)　How old are you?

 eq \o\ac(○,旅)　I’m 30.
 eq \o\ac(○,検)　Where do you want to go?

 eq \o\ac(○,旅)　I want to go to Italy.
 eq \o\ac(○,検)　Why?

 eq \o\ac(○,旅)　I want to go to Roma. 
 eq \o\ac(○,検)　What else?(Anything else?)

 eq \o\ac(○,旅)　I want to see ruins.

 eq \o\ac(○,検)　OK. (stamp or sign) Have a nice trip!

 eq \o\ac(○,旅)　Thank you. Bye!
	※１
質問は既習事項で、３つ以上であればOK。ただし、本単元で学習した

・Where do you want to go?

・Why?

は必ず聞くこととする。

※２

聞いた内容は、チェックリスト表に日本語でいいのでメモさせる。（左の下線部をメモ）

	（２）旅行者役、検査官役に分かれて、ペア活動を行う。（時間で役割を交代する。）

	２　聞き取ったメモをもとに、クイズを出し合おう！

	（１）クイズの出し方について、モデルを示す。（クイズは、検査官役でメモした表を活用）
（英語ノート１ Lesson7等で「3ヒントクイズ」を既習済み、という設定で行います。）

	A　Kyohei wants to go to Roma. Kyohei wants to see ruins.

　　What country is this?

B　It’s Italy! (Great!! Cool!! Thanks. Bye! など)→役割交代
	※１

子どもの名前で行ったほうがより身近に感じられます。

	（２）教室内を自由に動き、クイズを出し合う。（より多くの友達と関わりあう）


☆ I want to go to Italy.(英語ノート2 Lesson6 行ってみたい国を紹介しよう)　指導計画例

	時
	
	　本時の目標　　□単語　■会話文　◇主なアクティビティ

	1
	Lesson6 行ってみたい国を紹介しよう(英語ノート2)
	【行ってみたい国を紹介しよう】

世界には様々な国があり、それを英語で言える。

□Japan □Korea □China □America □Italy □France □Australia □Egypt

□Brazil □Germany □UK □Greece など

■What country is this? ■It’s ～.
◇行ってみたい国の国旗を集めようpart1

	2
	
	【どこの国に行きたいですか】

行きたい国とその理由について聞き、概要を理解する。

□kimchi □kalbi □The Great wall □hamburgers □Grand canyon □bread □pizza 

□spaghetti □Spanish steps □Colosseum □Tower Eiffel □kangaloo □pyramid 

□sphinx □soccer □sawsage □beer □Edinburgh Castle 

□(Athenes)Acropolis(ruins)

■I want to go to ～. ■I like ～. ■I want to eat～. ■I want to see ～.
☆友達はどこの国へ行きたいのかな

	3
	
	【行きたい国をたずねてみよう】
行きたい国をたずねたり、それに答えたりする。

☆行ってみたい国の国旗を集めようpart2
(例)A: Where do you want to go?

   B: I want to go to ～. / I want to see ～. / I want to play ～. / I like ～.

	4
	
	【イミグレーションを体験しよう】
○前頁に記載


☆模擬パスポート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆チェックリスト表


子どもの興味関心や実態に合わせて、調べ活動を入れることが可能です。その方が、伝えたいことを伝え合えます。ただし、調べ活動を入れた場合は、２時間ほどの時数増。





本時のoutputを事前に見通した上で、３/４までに、掲載した言語材料を身につけさせておく。





○名前、出身国はローマ字の練習をかねてアルファベットで書かせます。


○自分のことを書く場合は、誕生日と年齢も正しく書きましょう。あらかじめ、仮名を使う場合は、誕生日・年齢を設定しましょう。


○行ってみたい国とその理由は、アクティビティ前に最低３カ国分準備しましょう。残りは、活動をしながら設定しましょう。





○最後にクイズを出し合う、またはプレゼンをするためのメモづくりなので、メモは日本語で構いません。


○名前、行きたい国をその理由など、必ず聞くことはルール化し、それ以外は自分が聞いてみたいことを自由に聞けるようにし、主体性を保障する活動内容としましょう。


○メモ欄に空欄ができていても構いません。











